
アミノインデックスによる大腸

がんのスクリーニングについて 
 

 

 

 

 アミノインデックスがんスクリーニング

（AICS）は、血中のアミノ酸濃度を測定し、

濃度バランスを解析することでがんのリスク

を評価する検査法です。 

    

 

         



 

3 段階のランク分けでがんのリスクを評価 

 

 AICS は血漿中のアミノ酸ががん患者のア

ミノ酸のパターンにどの程度近いかを示すも

の。0.0～10.0の値を取るAICS値を算出し、

0.0～4.9をランクA、5.0～7.9をランクB、

8.0～10.0をランク C とランク分けします。

がんである確率が高いほど AICS は高値を示

します。 
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 ランク A、B には通常のがん検診の継続が、

C には精密検査、すなわち大腸内視鏡検査が

勧められます。精密検査で陽性であれば治療

を行い、陰性の場合は経過観察となります。 

 

 

味の素アミノインデックス aics.pdf より引用 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アミノインデックスと大腸内視鏡検査は、

当院で施行できます。 
 

 

                 

 

 

 

 

-------------- 補 足 --------------- 
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